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論　　文　　の　　要　　旨

　関東地方では気圧頓度が弱い晴天の日に，午前中海岸付近に生じた海風が，午後になると100km以

上の内陸まで拡がることがしぼしぼある。この海風は深夜まで持続した後，同様に広域の陸風と交替

すること，上層に南西の一般流がある場合には，高度数百メートノレのところに強風域を持つことが知

られている。

　これまでの研究により，関東地方の広域海陸風の形成に中部地方の山岳の影響が大きいことが理論

的に指摘されているが，解析的には実証されていない。そこで筆者は気象庁などが実施した特別プロ

ジェクトの観測資料をていねいに解析して，次のような結果を得た。

1）広域海風や広域陸風の三次元構造を明らかにし，中部山岳の熱的影響として，関東平野と中部山

岳の間に，いわゆる平地一台地風の理論があてはまる。

2）南西の一般風がある場合，中部山岳の力学的効果によって，関東地方に地形性の局地低気圧が生

じ，これが関東南部におげる低層ジェットの生成機構と考えられる。

審　　査　　の　　要　　旨

　関東平野とその周辺地域では，この地域固有の複雑な局地風系が見られ，東京湾周辺の都市域やコ

ソビナートで発生した大量の大気汚染物質の広域輸送が間題になってきた。その対策を考えるため

に，気象庁と環境庁が1974～1976年に大規模な研究観測を実施した。その結果は多くの論文と厚い報
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告書にまとめられているが，この論文は，これらの研究で未解決の問題として残された部分を解明し

たものである。筆者はこの分野の専門家として長期にわたり，日本各地で海陸風や大気境界層の研究

を続けてきた。その力量によってはじめてまとめられた研究成果として学位論文としても高く評価で

きる。値地域の大気環境問題を考える上でも役立つ。

　よって，著者は理学博土の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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